
横浜天声キリスト教会　　週報　第 14 巻 50 号（No.515）　　2019 年 12 月 15 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　詩篇 24:7-8　･････････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ 　１０７番　永遠の門ひらけ

*交読文　････････････････ 　５５番

*使徒信条　･･････････････　会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１１０番　きよき調べ

礼拝のための祈り　･･･････ 成田エクレシア：浪川執事 天声：小林 伝道師

賛美　･･････････････････ 　１０６番　エサイの根より

メッセージ　･･････････････ 預言されていた真の王の性質(イザヤ 9:1-7)

御言葉を適用する祈り　･･ 　一同

賛美　･･････････････････ 　１０４番　久しく待ちにし

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････ 次週主日の午後 16 時より、成田との合同クリスマス礼拝を成田エクレ

シアにて行います。横浜天声での午後の英語礼拝は、ありません。

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　その時わたしは、＿＿のために営を張って、見張りをし、行き来する者のないようにす

る。しえたげる者は、かさねて通ることがない。わたしが今、自分の目で見ているからで

ある。＿＿よ、大いに喜べ、＿＿よ、呼ばわれ。見よ、＿＿の王は＿＿の所に来る。彼

は義なる者であって勝利を得、柔和であって、ろばに乗る。すなわち、ろばの子である

子馬に乗る。わたしは＿＿から戦車を断ち、＿＿から軍馬を断つ。また、いくさ弓も断た

れる。彼は国々の民に平和を告げ、その政治は海から海に及び、大川から地の果にま

で及ぶ。(ゼカリヤ 9:8-10)

　＿＿の知っているとおり、異邦人の支配者たちはその民を治め、また偉い人たちは、その

民の上に権力をふるっている。＿＿はそうであってはならない。かえって、＿＿は、仕える人

となり、かしらになりたいと思う＿＿は、僕とならねばならない。それは、人の子がきたのも、

仕えられるためではなく、仕えるためであり、また＿＿のあがないとして、自分の命を与える

ためであるのと、ちょうど同じである。(マタイ 20:25-28)

メッセージ概要

　この待降節第三週は、キリストはどのようなお方として現れるのかを、第五の福音書とも呼ばれているイザ

ヤ書から見たい。イザヤはやがて現れるメシヤがどのようなお方であるのか、700 年前に啓示を受けていた。

　『ひとりのみどりごがわれわれのために生れた、ひとりの男の子が我々に与えられた・・・そのまつりごとと

平和とは「増し加わって  (  לםרבה   レマルベー  )  」限りなく、ダビデの位に座して、その国を治め、今より後、

とこしえに公平と正義とをもってこれを立て、これを保たれる。』(イザヤ 9:6-7)　有名なメシヤ預言であるが、

原典の巻物は「増し加わって」の所が法則を破った形で記されてい  る。ここの二番目の語メム(ם)は、通常

形の開いたメム（מ）で記されなければならないのに、敢えて語末形の閉じたメム（ם）で代々記されて来た。

　なぜイザヤはそのように記したのか、ラビ達には代々ミステリーだった。ただラビ達は、開いたメムは開か

れた胎を、閉じたメムは、閉じられた胎と理解している。イザヤはなぜ「法則破りのメム」を用いつつ、「主権

と平和は増し加わる」と書いたのか。それは神は、処女という「閉じた胎」に、聖霊によってみごもらせ、その

みどりごの主権と平和は、法則破りの形で増し加わって行く、という事を啓示しているのではないだろうか。

　この来たるべきみどり子、  ダビデの王座に座す王は、世の王達とは全く違った法則破りの王となっていく。

この王は、通常の世の王と、どう違うか。世の王は、人々の上に立って権力をふるい支配するが、神の国の

王たる者はそうであってはならない、と イエス様は言う。神の国における王たる者は、皆に仕える者、しも

べになりなさい、と。『人の子がきたのも、仕えられるためではなく、仕えるためであり、また多くの人のあが

ないとして、自分の命を与えるためであるのと、ちょうど同じである。』(マタイ 20:28)

　主が立てたダビデ王も、そうだった。彼がサウル王に追われている時、彼の元には、困窮した人、負債を

負っている人、心に苦さを覚えている人達が来た（１サムエル記 22:2）。このダビデ王でなければ養えない、

この王でなかったら保護されない、この王がなかったら、慰めを受けられない、そういう、一寸先が見えない

人達がダビデの元に集まって来た。よりによって、サウルに命を狙われ、優れた人材を欲している時に。

　しかしそれが、ダビデを「真の王」にするための、主のトレーニングだった。たとえ苦しい状況の中にあっ

たとしても、そんな彼らを、嫌がらずに受け入れ、彼らと共に、諸々の歩みを一緒に味わっていく。それは

まさに羊飼いの性質である。アブラハムもモーセも、信仰の先人たちは皆、一様に羊飼いを経験したのだ。

羊飼いとして、弱くおろかないのちを養う者の姿勢こそ、主が求める真の王の姿であり、そして真の王・真

の羊飼いである  イエス・キリストの性質である。ダビデは、そのように集った 600 人を受け入れ、共にサウル

から逃れつつ、共に訓練を受け、そしてダビデが王になった時、彼らは優れた勇士になっていた。

　対してサウル王は、世の王と同様、自分の元に優れた有能な人々をはべらせ、王権を堅固なものにした。

一見すると、ダビデの群れは、サウルの軍団にたちまちやられてしまうかのように見えるが、実質、ダビデ

の群れはいつでもサウルの軍団の一歩先を行っていた。主にとっては、ダビデのような羊飼いの群れを、

サウルのような者から守るのは、当然の事だった。主は私達にも、まず羊飼いである事を求めておられ、そ

して羊たちを養うのに十分な力を与えてくださる。私達もこの時代、ダビデのように、御前でへりくだった者

となり、そしてゴリヤテのような敵・サタンに対しては凛々しく立ち向かって勝ち得る者となるべきである。

　このダビデの王座に座す王・メシヤなるイエスこそ、王の中の王である。イザヤは幻の中で、闇を完璧に

吹き飛ばす偉大な光としてメシヤを見、それはガリラヤから輝き上る、と記した (イザヤ 9:1-2)。ガリラヤは

ちょうど、イエス様が福音宣教を始められた所である。そこには、病を負い、悪霊に虐げられ、苦さを覚えて

いる「闇の中を歩んでいた人達」があふれた所であったが、そこにイエス・キリストという大きな光が照った。

　キリストに照らされ、キリストに歩む人達はやがて増えて行き、彼らの喜びを増し加えられ、豊かな刈り入

れを喜ぶように、または分捕り物を分けるときに楽しむように、御前で喜ぶ(3節)。そして、彼らの重荷も、肩

のむちも、虐げる者の杖も、粉々に砕かれ、互いが互いを傷つけ、血を流し、戦いながら生きて来た今ま

での歩みも、火のえじきとして終わらせて下さる(5節)。それが、処女から生まれる「ひとりのみどりご」である。

　このアドベントの時、ダビデのように、主の前につつましく、しかし敵に対しては凛々しく立つ羊飼いとして、

真の王の性質を身につけて行く皆さんでありますように！イエス様のお名前によって祝福します！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝   賛美 10:30　礼拝 11:00
食事/フェローシップ 　      12:30～
English Service　　　          　　 14:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜礼拝

　1 部                                           　13:00～
　2 部                                           　19:30～
金曜徹夜祈祷会                           21:00～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 14 巻 50 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2019 年 12 月 15 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voice.of.christ.yokohama/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

